
感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第36週（ 8月31日 から 9月6日まで ）小笠原での流行状況

東京都全体での流行状況

感染性胃腸炎、インフルエンザ、手足口病の報告が
ありました。

母島

父島

感染性胃腸炎の報告がありました。

令和8年9月7日発行

感染予防の基本は手洗い習慣にしよう！

再び増加傾向

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第35週（8月24日～8月30日）

【今週の注目される

定点把握対象疾患】

・インフルエンザの定点当たり報告数

は2.65で、先週より増加しています。

段々増えてます

更新前

梅毒の血液検査には大きく分けて2種類あります。
2つの検査の結果を組み合わせて診断や治療効果の判定を行います。感染初期は抗体
量が少なく、正しい結果を得られない場合があります。感染の機会から１ヵ月以上あ
けて検査を受けるようにしましょう。

更新前

あなたと大切な人を守る
梅毒の知識
■梅毒は、セックス(オーラルを含
む）などで、粘膜や皮膚の小さな
傷から感染します。

■できもの・しこり・発疹などが現
れ、症状は一時的に消えますが、
静かに病気は進行します。治療せ
ずに放置すると脳や心臓に重大な
合併症を起こすことがあります。

■予防にはコンドームの正しい使用
が大切です。症状がなくても定期
的な検査を受けましょう。

■妊娠中に感染していると、お腹の
赤ちゃんにも感染することがあり
ます。

感染初期には反応が出にくい、
治療が完了し治った後も陽性と
なることがある

検査法 検出しているもの 検査目的 注意点

STS法（RPR等）
梅毒の菌によって破壊された組
織から流出する脂質を調べる

治療効果や現在の活
動性を判定

梅毒以外の病気でも陽性に
出ることがある

TP法（TPHA等） 梅毒の菌そのものを検出する
過去を含めた感染の
有無の確認

感染初期には反応が出にく
い、治療が完了し治った後
も陽性となることがある

東京都感染症情報センターHPより
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